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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 13,227 6.3 △535 ― △462 ― △712 ―

22年3月期第2四半期 12,438 △18.4 △1,344 ― △1,281 ― △2,042 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純

利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △7.08 ―

22年3月期第2四半期 △20.31 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 29,006 13,201 45.1 130.15
22年3月期 30,369 14,165 46.1 139.49

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  13,082百万円 22年3月期  14,021百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  

※期末の配当予想額は未定です。 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

23年3月期 ― 0.00

23年3月期 
（予想）

― ― ―

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 28,700 5.9 0 ― 0 ― △200 ― △1.98



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方
法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定等については、【添付資料】P.2「当四半期の連結業績等に関する定性的情
報」をご覧ください。 
 期末の配当予想額については、今後の業績や財政状態等をさらに見極める必要があり、現時点では未定です。今後配当の予想額の開示が可能となった時点で
速やかに開示いたします。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q  100,803,447株 22年3月期  100,803,447株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  287,728株 22年3月期  285,487株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q  100,516,411株 22年3月期2Q  100,526,366株
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当第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年9月30日まで)におけるわが国経済は、世

界的な金融不安はあるものの、中国およびアジアにおける経済成長による緩やかな経済環境改善もあ

り、輸出や生産の改善と個人消費の回復基調が見られましたが、後半からの円高の急加速もあり、国内

情勢の先行きに不透明感が強まるなど、引き続き厳しい状況で推移いたしました。当社グループの事業

分野でも、若干ながら需要の回復は見られるものの、全体としては厳しい経営環境が続いております。

こうした中、当社グループでは、従来の情報通信部門の事業部体制再編を中心とした構造改革と、前

連結会計年度に実施いたしました固定費削減策による体質改善、その他製造コストおよび諸経費の削減

を強力に推進してまいりました。当第２四半期連結累計期間の連結売上高は、主力の情報通信機器の売

上が若干の減少となりましたが、一部生産関連需要の回復基調もあり計測機器や部品販売が売上増とな

りましたため、全体では132億２千７百万円で、前年同期比6.3％の増収となりました。利益面につきま

しては、売上高の増加と前連結会計年度における当社グループ全体での固定費の圧縮の効果により、連

結営業損失５億３千５百万円(前年同期13億４千４百万円の損失)、連結経常損失４億６千２百万円(前

年同期12億８千１百万円の損失)と改善いたしました。また、連結四半期純損益は、第２四半期連結累

計期間における一部の情報端末機器関連のソフトウェア除却損を含め特別損失２億９千９百万円があり

ましたため、７億１千２百万円の損失(前年同期20億４千２百万円の損失)となりましたが、前年同期比

では大幅に改善いたしました。 

  

セグメントごとの状況を示すと、次のとおりであります。 

［情報通信事業］ 

情報通信事業の売上高は69億７千２百万円で、セグメント損益は１億６千２百万円の損失となりま

した。主力の中小事業所向けオフィスコミュニケーションシステムは国内市場では下げ止まり感があ

りましたが、海外向けは、米国景気の不透明感の継続もあり売上減となりました。 

［ＩＴＮＳ(ＩＴネットワークソリューション)事業］ 

ＩＴＮＳ事業の売上高は10億８千５百万円で、セグメント損益は４千２百万円の損失となりまし

た。コールセンタ構築支援およびネットワーク関連の市場環境は厳しいものがあり、大型案件の減少

や延期などもありましたが、売上は若干の増となりました。 

［計測事業］ 

計測事業の売上高は18億１千４百万円で、セグメント損益は４千２百万円の利益となりました。企

業の設備投資は抑制から回復に移りつつあると見られ、売上高はデジタルオシロスコープを中心とす

る計測機器および特定顧客向け計測システムが好調に推移いたしました。 

［製版事業］ 

製版事業の売上高は24億４千４百万円で、セグメント損益は３億７千１百万円の利益となりまし

た。輸出はアジア地域を中心に、また、国内におきましても、消耗品需要が回復基調にあり、全体で

増収となりました。 

［その他］ 

その他は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、コンポーネント事業等を含んでおり

ます。また、その売上高は９億９百万円で、セグメント損益は１億３千８百万円の損失であります。

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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わが国経済は、円高の急激な加速や政府による景気刺激策の効果一巡もあり、経営環境の回復が見込

めないまま厳しい状況が続くものと予想されます。当社グループの業績は企業の設備投資需要に依ると

ころが大きく、景気変動の影響を強く受けております。 

これに対し、当社グループでは本年９月に、平成24年度を最終年度とする新たな中期経営計画

「Challenge ＆ Innovation 2012」を策定し、「挑戦」と「改革」による成長戦略、を基本方針とし、

平成24年度の連結売上高330億円、連結営業利益７億円を目標といたしました。すなわち、成長分野に

参入し、新事業の確立に挑戦すること、事業構造を改革し既存事業の黒字化を図ること、を目標とし、

ネットワーク事業、パワーエレクトロニクス分野の拡大のほか、セキュリティ分野、環境ビジネス分

野、ラベル印刷分野、などの開拓・新規参入を推進していきます。また、新規分野への経営資源のシフ

ト、事業構造の見直しによるトータルでの黒字化促進、工場機能の再配備による生産性向上などを図っ

てまいります。平成23年３月期につきましては、新中期経営計画の初年度として、収益確保と損益の収

支均衡に向け、期後半における新製品の投入と固定費の一層の圧縮に注力してまいります。 

平成23年３月期の通期連結業績予想については、当第２四半期連結累計期間の実績と今後の市場環境

を踏まえて見通しを精査した結果、本年９月30日に公表いたしました業績予想から連結売上高を287億

円(前回発表比６億円減)に変更いたしました。なお、売上は減少する見通しですが原価率の改善と経費

の圧縮による効果が見込めるため、利益面の変更はしておりません。 

  

(2) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算出す

る方法によっています。 

  

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」(企業会計基準第16号 平成20年３月

10日公表分)及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」(実務対応報告第24号 平

成20年３月10日)を適用しております。 

これによる損益に与える影響はありません。 

  

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20

年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成

20年３月31日)を適用しております。 

これによる損益に与える影響は軽微です。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

○固定資産の減価償却費の算定方法

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

①「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

②「資産除去債務に関する会計基準」等の適用
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,517 9,846

受取手形及び売掛金 5,690 7,187

有価証券 999 998

商品及び製品 1,367 1,338

仕掛品 499 455

原材料及び貯蔵品 1,592 1,416

その他 428 457

貸倒引当金 △95 △102

流動資産合計 21,000 21,597

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,180 2,284

その他（純額） 1,999 2,115

有形固定資産合計 4,180 4,400

無形固定資産   

のれん 191 224

ソフトウエア 1,512 1,781

その他 65 68

無形固定資産合計 1,769 2,074

投資その他の資産   

投資有価証券 1,396 1,514

その他 755 903

貸倒引当金 △96 △120

投資その他の資産合計 2,054 2,296

固定資産合計 8,005 8,771

資産合計 29,006 30,369

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,208 2,273

短期借入金 247 267

仮受金 7,032 7,032

未払法人税等 82 102

賞与引当金 664 645

役員賞与引当金 20 41

製品保証引当金 289 201

その他 1,320 1,624

流動負債合計 11,865 12,189
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

固定負債   

長期借入金 106 204

退職給付引当金 3,091 3,058

その他 741 750

固定負債合計 3,939 4,014

負債合計 15,804 16,203

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,025 6,025

資本剰余金 6,942 6,942

利益剰余金 890 1,602

自己株式 △48 △48

株主資本合計 13,809 14,521

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △76 47

為替換算調整勘定 △650 △547

評価・換算差額等合計 △726 △500

少数株主持分 119 144

純資産合計 13,201 14,165

負債純資産合計 29,006 30,369
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 12,438 13,227

売上原価 7,920 8,150

売上総利益 4,518 5,077

販売費及び一般管理費 5,862 5,613

営業損失（△） △1,344 △535

営業外収益   

受取利息 4 2

受取配当金 15 16

持分法による投資利益 16 30

その他 73 71

営業外収益合計 110 121

営業外費用   

支払利息 13 7

不動産賃貸費用 10 15

保険解約損 － 12

為替差損 13 11

その他 10 2

営業外費用合計 47 48

経常損失（△） △1,281 △462

特別利益   

貸倒引当金戻入額 39 42

賞与引当金戻入額 57 －

受取和解金 － 41

その他 30 0

特別利益合計 126 83

特別損失   

固定資産除却損 40 191

減損損失 82 －

特別退職金 452 －

退職給付制度終了損 247 －

その他 31 108

特別損失合計 854 299

税金等調整前四半期純損失（△） △2,008 △678

法人税、住民税及び事業税 40 49

法人税等調整額 △6 △9

法人税等合計 33 39

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △718

少数株主損失（△） △0 △5

四半期純損失（△） △2,042 △712
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △2,008 △678

減価償却費 859 795

減損損失 82 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △187 △29

賞与引当金の増減額（△は減少） △76 18

製品保証引当金の増減額（△は減少） △14 88

退職給付引当金の増減額（△は減少） △218 36

受取利息及び受取配当金 △19 △19

支払利息 13 7

持分法による投資損益（△は益） △16 △30

投資有価証券売却損益（△は益） 1 －

固定資産除却損 － 191

特別退職金 452 －

退職給付制度終了損 247 －

売上債権の増減額（△は増加） 2,005 1,508

たな卸資産の増減額（△は増加） 323 △290

仕入債務の増減額（△は減少） △365 △41

未払金の増減額（△は減少） △160 △341

その他 △137 155

小計 782 1,369

利息及び配当金の受取額 19 19

利息の支払額 △13 △7

特別退職金の支払額 △452 －

法人税等の支払額 △126 △71

営業活動によるキャッシュ・フロー 209 1,310

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 325 9

有形固定資産の取得による支出 △158 △170

有形固定資産の売却による収入 4 0

無形固定資産の取得による支出 △545 △363

投資有価証券の売却による収入 34 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入

114 －

短期貸付金の増減額（△は増加） 5 △0

長期貸付金の回収による収入 4 0

その他 △28 72

投資活動によるキャッシュ・フロー △244 △450
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △120 －

長期借入金の返済による支出 △486 △118

自己株式の取得による支出 △1 △14

少数株主への配当金の支払額 △20 △4

その他 △4 △6

財務活動によるキャッシュ・フロー △632 △144

現金及び現金同等物に係る換算差額 △36 △35

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △704 679

現金及び現金同等物の期首残高 11,444 9,758

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,740 10,438
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該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記
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前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日) 

 
  

  
１  報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものです。 

当社は、製品・サービス別の事業部又は事業子会社を置き、それぞれ取り扱う製品・サービスについて国内及

び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しています。 

従って、当社は製品・サービス別セグメントから構成されており、「情報通信事業」、「ＩＴＮＳ事業」、

「計測事業」及び「製版事業」の４つを報告セグメントとしています。 

「情報通信事業」は、情報通信機器の製造販売をしています。「ＩＴＮＳ事業」は、ネットワークソリューシ

ョンの提供を行っています。「計測事業」は、計測機器の製造販売をしています。「製版事業」は、製版機の製

造販売をしています。 

  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  
当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

 
(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、コンポーネント事業等を含んで

います。 

２  セグメント損益の調整額△605百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△605百万円が含

まれています。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費です。 

３  セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業損益と調整を行っています。 

  

３  報告セグメントの変更等に関する事項 

従来「その他」に含めていた「ＩＴＮＳ事業」の量的な重要性が大きくなったため、当第２四半期連結会計期

間から報告セグメントの範囲を変更しています。 

  

(追加情報) 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成21年３

月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号  平成20年３

月21日)を適用しています。 

  

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

情報通信
部門 

(百万円)

産業計測
部門 

(百万円)

電子製版
機部門 
(百万円)

計
(百万円)

消去又は 
全社 

(百万円)

連結
(百万円)

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 8,132 1,904 2,401 12,438 ─ 12,438

(2) セグメント間の内部売上高 
又は振替高

─ ─ ─ ─ ─ ─

計 8,132 1,904 2,401 12,438 ─ 12,438

営業利益又は営業損失(△) △1,135 △397 188 △1,344 ─ △1,344

【セグメント情報】

(単位：百万円)

報告セグメント その他
(注１)

調整額 
(注２)

四半期連結
損益計算書 
計上額(注３)情報通信 ＩＴＮＳ 計測 製版

売上高

外部顧客への売上高 6,972 1,085 1,814 2,444 909 ― 13,227

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 6,972 1,085 1,814 2,444 909 ― 13,227

セグメント利益又はセグメン
ト損失(△)

△162 △42 42 371 △138 △605 △535
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株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。 

  

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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